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( い )

① 与式 =品
② 与式 = 6 x - 32 - x + 2 Y

= 5 x -ymmw
③ 与式 = 120 ㎥÷ - 4ab )

= - 3ab
㎡

…

12) 絶対値 が 3 以下 の 整数は
- 3

.

- 2
.
- 1

,
0
,

1
,
2

.
3

なので 7固図
エ

(3) 与式 =( x + 4)( x -61
～

2

() ( - )
3
= - 1 × ( ) × レーリー 1 より 上

( 2 ) √53 = 5 ,
2
= 2 であり 5 72 だから

√5 > 昨 よって 一写 く 一 ② より品

(3) 25 の 平 方根 は ± 5 なので感

(4 ) 16 -√9 = 4 - 3 = 1 なの感
よって 志



(2 )

m . n を整数とすると 、 2つの 奇数は 2 mt 1.2
nm

mumg ②
と表 せる

、

このとき 2 つの奇数の差 は
21m サ ) ー (2n t 1 ) = 2mt 1 - 2n -

1

= 2m - 2 n

= 2 (m - n
1 ～

m - n は 整数 だから 、

2 Cm - n 」 は 偶数である
。

したがって 、 奇数 から 奇数をひいた 差 は 、 いつでも
偶数 になる

(3 )

対頂角 は 等 しいので

司 ⑦ = 8プ
AD に 対 する 円周角 は等 しい

プ ので

⑨ ⑨ = 30
ー

⑦ は ODEC の 外角
～

より

⑦ = ⑨ +⑰ ↳ぺな
: ∴87 :36+回

よって

⑦ = 51
"

BT に 対 して LBOC は 中心角 、

回 は 円周角 より
∠BOC = 2 × 内

= 2 × 51
パ

= 102
～

m ゥ



14) 2 つのさいころを 投 げたときの 出 る 目 は

6 × 6 = 36通 り
～

和 が 3 以下
～

となるのは

(大 小) = い) 。 (
1
.2

)
.に )

の 3通り
～

したがって 和 が 4以上 となるのは 、

36 - 3 = 33通 り…
よって 求 める 確率 は

響 = 世
m

(参考 )

和 が 4以上 = 全体一和が 3以下

3

1 ) Y =℃ において、 x 、 Y がともに整数
となるのは
(x, Y ) = ( 1

,
6 )
,

( 2
,
3 )
,
( 3

,

2 )
.
16
, 1 リ

( - 1 - 6 ) ,
(-2

.

- 3 ) , ( -3. - 2) 、 ( ー 6-リ
なので

、

8 個
mx



( 2 ) = 2 x㎡ において 、x = 2 のとき

Y = 2 × 22
= 8

よって 、 1 cm
の

交点は ( 2, 8 )であり、

l . y = a
において ( 2 .

8 ) を 通 るから

8 = 一台 : A = 16m

(ろ )

C を 通 り AB に 平行 な
直線 を m とする

C P
m >

言
A B

OABC と OABP において

共 に AB を 底辺 とすると

P 高 さは 等 しい

m



A について

Y= で x = 2 より

y =斐 = 18 … A (2, 181
~

B について

Y = で x = 2 より

Y = 16 = 3 ∴ BL 12 ,3)
mm

Cについて

こ x 6で x =ー 6 より

y =
6=- 6 : C 6 - 6 .

-
61～
～

直線AB の
式を Y = axtb とおくと 、

A 12., 18 )
、

B ( 12 . 3 ) を 通 るから
18 = 2a t b

ー ) 3 = 12 a tb

15 = - 1oa

i . a =

-
3

よって 直線AB の 傾 きは 一 ② であり 、 AB 1 m だから
直線m の 傾 きも 一② 、

直線 m の 式 をー 3 xtc とおくと 、 C ( - 6
,

- 6 )



を通 るから

- 6 - =- 3 x(- 6 ) +

⇒ - 6 = 9 tC

:
. C = - 15

よって 直線m とー 2 x - 15であり 、 P は 直線 m

の Y 切片 だから 、 P の座標 は

、 10 -151
m

4
( )

円 の 中心 を O とする
1

∠ AOB は
6
"

360^÷ 6 = 600
ー
(
160~

0 であり OA = OB ( 円 の 半径 )

であるから 、 OOAB は 二等辺
三角形
⇒ LOAB = L OBA

ここで
L OAB = LOBA

= ( 80~ - 60) ÷ 2
= 1200

= 600

であるから
、

OOAB の 内角 は 全 て 60% よって

OOAB は 正三角形
～



ゆえに 、 OA = OB = AB であり 、

AB = 6 cm より

円 での 半径は 6 cmしたがって 直径 は 12 cm
ーォ

(2 )

OABP と OQCP において
℃ 正六角形 の 6 つの 内角 の

「 大きさはすべて 等 しいから
1

LABP =∠QCP = 120 ーの
4

mm

ィ

[参考 )

2
.
-

3
'

「

正六角形 の内角 の 和 は

180× (6 -2) = 180 ~

× 4 = 720
'

よって 1いの 内角は 、 720~÷ 6 = 1200

正六角形 の 1 辺 は 6 cm
、 BP - 4 cm , CQ = 3 cm だから

AB : QC = 6 : 3 = 2 :
1

BP - CP = 4 : 2 = 2 :
1

n

ゥ

したがって

AB : QC = BP - CP - ②

の ② より 2組 の 辺 の 比 とその 間 の 角 がそれぞれ
～

等しいから
LABP S 0 QCP (証明終わり )



R が 動 く 線 は

左国 のオレンジ 色 の

部分 であり
直径 12 cm の 半円が"o.節器40分 だから

= 6 π × 4

= 24πcmmmm

,
平均 = ( 30 + 31 + 35 +38 + 40 + 41 + 42 + 44 + 44

+ 45 ) ÷ 10
= 3～

望第 1 四分位数 が最 も 大 きいのは D チーム
なので 誤 り

IC チームのデータをさい 順 に 並べると

00000第 ?

中央値 3四分位数 = 42点
40点



☆ の 生徒 は 40 ～ 42 点 なので 42点 の

可能性 がある
、

よって 必 ず 3 人 ではないので
誤り

a
>

平各チームの 相 ひげ国 より
、

35 ~ 40 点 は

少 なくとも 1 人 は 必 ずいる
、

よって 正 じ

以上 より I : ×
,
I : X

.

世

: θ なので 、志

13 ) 7人 のデータをいさい 順 に 並 べると

。 。 。
← 否
:
⑦
第 1四分 : 第 3 四分 :
位数

中央値 位数
最 り、 値 37

40 43 最大値
23 49

四 分位範 囲 = 43 - 37 = 6

追加 3 人 のうち
、 26 点 と 50 点 は 確定 している

ので
⑦ : 26 点

⑤

: 50 点 である 。

残 り 1 人 は 26
.点 以 上 50点以下 である

。

10 人 のデータをいさい 順 に 並べ 、 つばささんの
会話 を 考慮 すると



2
s

品
? o o 0 0 0

9 品

) : リ中央値
40 . 5

第 1四分位数 第3 四分位数

四 分 位範囲= 7 ( 会話より 1mmmww
↳ 7 人 のデータでは 43 - 37 = 6

なので
、第 3 四分位数が 44. または 、

第 1四分位数 が 36 であれば 良い

( ; ) 残 り 1 人 が 36 点 のとき
四分位範囲 = 43 - 36 = 7

る 20
^ o o σ 0 .

0 ) "
巡

～
0

43 49 50

中央値

中央値 =

? け 40
であるがこれが 40

. 5 と
2

なることはない、
よって 不適

( 参考 )

? は 40

2
= 40

.
5 ? 1 + 40 = 81

?に 41

となるが、 ? は 40 より 小 さいため
、



( i ; ) 残 り 1 人が 44 点 のとき
四分位範囲 = 44 - 37 = 7

。oo .

23 26343 44 49 50

中央値

中央値 =

40 t ? 2
であり

、

これが 40 . 5 となる
2

のは ? 2 = 41 である

よって 、 会話 と 適 す
したがって 、 答 えは 44点

～

66
( 1 )

DPFK において 、FK は
動 かない 点 なので

、
FK は

一定であるる
FK は 1 辺 が 3 cm の正方形
(JFGK ) の対角線 で

……

^ あるから PF , PK も 辺 が
3 cm の 正方形 の 対角 、線 に

3 なれば 良い
√

⇒ P が 1 にいるとき、 PF 、 PK
\

3
' は 1 辺 が 3 cm の 正方形 の対角

線 になる



P は A → 2 → k → 1 → A → … と 動 き
ー ー

3秒 秒 3秒 3秒
10秒間 のうち I にくるのは 2 回 である

よって 0 PFK が正角形となるのは 、 2回
イ

(21

4秒後 のとき AP = 4 cm で

あるから 、 PE
PE = 6 - 4 = 2cmmm

Q は 秒速 2 cm で E → F → G
→ H → た … を 動 くから
4秒後 はな 国 のように

ー

c; GH 上 に GQ = 2 cm となる

位置 に Q がいる

\

3

。 PF
OPFE で 平方 の 定理 より
PF = N 2 't

=「B
F Q

OFGQ で 三平方 の 定理より
FQ=√ 原



PQ
立体 に 関 する 三平方 の 定理 より

PR = NR + 2 + 」
“
N 1 + 4 +
9

= N4 ⑭

したがって OPFQ は PF = FQ の 二等辺角形
である

F F から PQ に 乗線を 下 ろした个 足を H とすると 、 H は PQ の
mm

58 中点
～

だから豆ェ「 ↑ PH =

z
「⑭ 步

R / Q い

汛
0 FPH で 三平方 の 定理 より

FH =「 追 = NB一世 19 × 2

=

「彗
)

淵_√ 與
したがって 、 OPFQ の 面積 は

上× 」4*海
”

c㎡
mum



(3 )

'

5

iP oP
1

。
¤ 八

Q
「

θ

角すい A - EGQ の 体積 を胸 とする
AE = 6 cm より 体積 は

⑥ で 表 すこととする
角 すい P - EGQ は 角 ず A - EGQ と 底面積
が 同 じ OEGQ であり、 高 さの 比 は

AE = PE = 6 : 1

だから
、 体積比 も 6 : 1 となる 、 よって

角 す P - EGQ =① (A - EGQ : P - EGQ = 6 : 1 )

したがって

角 す A - PGQ
～

～ = 非角 ずA - EGQ ) - に 角す P - EGQ )
=⑥ 一 ①
㉕



よって 、 角 ず A - PGQ の体積 は 、 三角 す … A - EGQ

の 体積の 85
倍 である 。

な 国 のように 点MN を 定める
1

三角す A - IMN と 三角 ず1 A - E G Q は 相 似 であり
3

AI : A E = に 2 だから
6
「 0

N

角 すいの相似比はに 2
←

M
@

相似 な 立体 の 体積比は

P 相似比 の 3 乗に 等 しいので 、
2

Q 三角 ず A - IMN と 角 すい
ー

m～

-
3

'

A - E GQ の 体積比
～

ん

13 : 23 二 に…

三角 ず A - EGQ の 体積 を ⑧ とすると
三角 すA ー IMN の 体積は 内 だから、

角 ず A - IMN の 体積 は 角よ A - EGQ

の 体積の £ 倍 である 。

ここで 、三角 ず A - EGQ の体積 は

I ×2
EGα B =

6 cms

であるから



角 すい A - PGQ = 6 ×5 = 5c
㎥

三角 す A - IMN = 6 ×£=⑧= 5 cm
㎥

したがって 、 求 める体積は

三角 す A - PGQ ) ー 角 す A- IMN )

= 5 - 好
=

20 - 3

4

=号巡


